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福島第一原発事故時の甲状腺被ばく

検査の実態と原子力防災の問題点 
 

３・１１から８年を迎えて、いくつか力の入った特集報道がありました

が、事故当時の甲状腺被ばく測定に注目した東京新聞の連載「背信の果て」

は、国の役人や彼らの意を受けた医療関係者らが、被ばく被害を矮小化し

てきた過程をリアルに暴き出しています。原発の避難計画や安定ヨウ素剤

の事前配布などにも鋭く問題を投げかける内容になっています。 

 

◆30 キロ圏の住民は被ばく前に避難を完了したと決めつけていた 

 国は、事故直後の 3 月 24 日から 30 日にかけて、子どもの甲状腺被ば

くを測定しました。このとき国は、原発から 30 キロ圏の住民は放射線量が

上がる前に避難が完了したとの前提に立ち、調べたのは、飯舘村や川俣町、

いわき市など、30キロ圏外で被ばく線量が高いとされる地域のわずか1080

人だけでした。その中で、安定ヨウ素剤の摂取などの対応が必要とされた

甲状腺 100 ミリシーベルト相当に達する例がなかったため、「全体的に問

題なし」と判断していました。 

 

◆双葉町の 11 歳少女・甲状腺 100 ミリシーベルの被ばくが隠されていた 

ところが、原発が爆発した当時、双葉町で友達と遊んでいた 11 歳の少女

が、避難途中に放射線技師による検査（スクリーニング）を受け、首元の

髪を測ると高い値が出たのでのどを独自に測り、その結果が緊急時被ばく

医療の拠点である放射線医学研究所（放医研）に伝わり、甲状腺「100 ミ

リシーベルト程度の被ばく」の推計につながりました。しかし情報は伏せ

られました。そして、放医研理事長の明石真言氏は、4 月 26 日に「住民の

疫学調査は不要」と当時の官房副長官の福山哲郎氏に提言していました。

緊急時被ばく医療の拠点の長としてあるまじき行動だと思います。連載は

こうした過程を克明に描いています。 

 

◆安定ヨウ素剤の事前配布の拡大を 

 いま原子力規制委員会は、原発の避難計画における安定ヨウ素剤の配

布の見直しを行う検討会を開いていますが、座長がその明石真言氏です。

事前配布の方法について、薬局での配布を認めようというのが趣旨です。

事前配布の対象について、立地周辺住民は、原則５キロ圏としているとこ

ろ、30 キロ圏ないしはその外側にも拡大するよう求めています。検討会で

は、安定ヨウ素剤は被ばく前の摂取が望ましいとの資料が出されています

が、避難途中や避難先で摂取しても間に合わないのです。しかし、その点

については議題にものぼっていません。 
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そもそも現状の避難計画では、被ばく前の避難は５キロ圏に限られており、5～30 キロ圏では避難の目安となる

線量が毎時 500 マイクロシーベルトとびっくりするほど高く、逆に被ばくするまで避難ができないものになってい

ます。事故前の避難計画は、不十分ながら、SPEEDI（スピーディ）の予測により、放射性ヨウ素の雲（プルーム）

が通過する前に防護措置をとろうとするものでした。それと比べても大きく後退しています。原発の避難計画は、

指針から根本的な見直しが必要です。また、こうした検討会について、明石真言氏は座長としてもっともふさわし

くない人物だと思われます。 

 

◆避難者の甲状腺測定も基準値引き上げで測定が省かれた 

 東京新聞の連載は最終回で、事故時の放射線検査の問題に触れています。事故当時のマニュアルに従うと、ま

ず、体表面の汚染を調べ、甲状腺 100 ミリシーベルトになりうる１万３千カウントを以上の人は、除染の後のどに

測定器をあてて、甲状腺内部被ばくを詳しく測ることになっていました。ところが、3 月 13 日には、基準値を測定

の限界である 10 万カウントとし、検査後は除染のみになりました。その後は、１万３千カウントを超える人がいて

も（実際に多くいたが）、除染すらされませんでした。これは連載とは別に避難者から聞いた話ですが、10 万カウ

ントを超える人がいても、記録を残すこともなかったといいます。被ばくはこうした基準の引き上げによっても隠

されてしまいました。 

 そしてここにも放医研と明石真言氏が関与していました。放医研は「10 万カウントは 0.17 ミリシーベルト」

という「乱暴でむちゃくちゃな計算」結果を示し、基準値引き上げを正当化していました。 

 

◆避難計画における放射線測定についても見直しが必要 

 現状で、避難計画における放射線測定（スクリーニング）はどうなっているのでしょうか。指針をみると、基

準は４万カウントになっています。１万３千カウントが甲状腺 100 ミリシーベルトに相当するとした場合、４万カ

ウントは 300 ミリシーベルトに相当します。その後、基準を超えたら簡易除染とありますが、のどにあてて甲状腺

被ばくを測定する項目はありません。滋賀県などは、独自に基準を１万３千カウントとし、甲状腺被ばく測定も行

うとしています。しかし他は、指針に従ったものになっています。これについても見直しが必要だと思われます。 

 

放射能ごみ焼却に反対する各地の運動に貢献するちくりん舎 
 

各地からの参加で盛況だった学習交流集会 in 郡山 

 2 月 10 日に郡山市内で「止めよう！放射能のばら撒き～除染ごみ焼却と木質バイオマス発電を考える～」が開

かれました。当日は折からの寒波で雪もチラつく状況でした。東京、千葉、長野、新潟、山形、宮城、福島、大阪

と大変広い範囲から予想を超える、90 名近くの参加者が集まり盛況でした。 

 除染土の公共事業への「再利用」など放射能ごみのバラマキともいえる事態が広がっています。本集会は放射

能ごみのバラマキの中でも、特に汚染廃棄物の焼却や木質バイオマス発電の推進の問題点を指摘して活動している

「ちくりん舎」と「放射能ごみ焼却に反対するふくしま連絡会」の共催で開かれたものです。 

 集会ではちくりん舎副理事長でフクロウの会の事務局長でもある青木一政から集会タイトルと同じ内容で報告

がありました。報告の中では環境省が除染ごみの「減容化」のために「リサイクル」と称して、さまざまな形で放

射能ごみのバラマキを行っていること、木質バイオマス発電も福島周辺の汚染林の処理に位置付けられていること、

焼却することでセシウムなど放射能を含んだ飛灰の微小粒子が環境中にばら撒かれること、放射能を含む微小粒子

は吸い込むと肺の奥に入り込み危険であることなど、特に放射能ごみ焼却の問題点に焦点を当てた説明がありまし

た。 
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 ふくしま連絡会の和田央子さんからは、「日本政府は放射

能汚染ゴミをどのように処理しているか」というタイトルで報

告がありました。福島県内の放射能ごみ焼却の実態、仮設焼却

炉の建設で莫大な予算がつぎ込まれ、原発メーカーやゼネコン

等がぼろ儲けをしている実態、除染土などを持ち込む「中間貯

蔵施設」も汚染土の「減容化」、「再利用」のための、いわば

除染土「再処理施設」のようになっていること、「福島イノベ

ーションコースト構想」と称して莫大な復興資金が避難者など

原発被害者のためではなく、大手ゼネコン、原発メーカー、武

器産業などのために使われている実態の説明がありました。 

 

東日本大震災でも行われた惨事便乗型資本主義―古川美穂さんが解説 

 ゲストスピーカーとして講演にたった「東北ショックドクトリン」（岩波書店）の著者である古川美穂さんか

らは、ご自身の体験も踏まえて東日本大震災で行われたショックドクトリン（惨事便乗型資本主義）の話がありま

した。 

 古川さんのお話はカナダのジャーナリストであるナオミ・クラインが提唱したショックドクトリンの説明から

始まりました。ショックドクトリンとは戦争や自然災害、インフレなどのショックで人々がマヒ状態になっている

機に乗じ、平時であれば強い反対がある市場原理主義を強引に推し進める政策のことです。そのような実例として、

チリ ピノチェト軍事政権下で推し進められた民営化（1973

年）、スリランカ スマトラ沖地震→高級リゾート開発（2004

年）、ニューオーリンズ ハリケーン・カトリーナの「災害

復興事業」で公開入札のないままイラクで活躍した企業が公

共事業を請け負う（2005 年）などの説明がありました。 

 そして、これらと同じショックドクトリンが東日本大震

災でも行われたことを実例を挙げて説明されました。 

 古川美穂さんのお話は、和田さんの仮設焼却炉や福島イ

ノベーションコースト構想と重なり、それらの政策の裏にあ

るものを解き明かす興味深いものでした。 

 

各地からの報告でそれぞれの置かれた状況を共有 

 休憩の後の第二部では各地からの報告として 4 名の方から活動報告がありました。 

長野県飯山市からは市長が進める木質バイオマス発電について、放射能汚染木材が燃やされるのではないかとの

懸念から調査を開始、ちくりん舎の講師を招いての学習会、地下水や燃料調達計画など自ら調査することで様々な

問題が浮かびあがり、最終的に市長による計画撤回に追い込んだいきさつなどの説明がありました。 

宮城県大崎市からは汚染牧草など汚染廃棄物の県内一斉焼却に反対する活動や、大崎市内 3 か所で始まったリネ

ン吸着法による監視活動、覚書のないまま進められる試験焼却の公金支出差し止めを求める裁判や仮処分の訴えな

ど、地域の団体の共闘で進められる活動の説明がありました。 

福島県田村市からは、田村市と産廃業者であるタケエイ㈱が共同出資で設立した田村バイオマスエナジー㈱が進

める木質バイオマス発電計画に反対する運動の現状説明がありました。特に情報開示を求めても徹底した秘密主義

で住民の不安や懸念に真摯な姿勢で向き合わない市長と田村 BE の姿勢に対する強い憤りを訴えるものでした。 
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栃木県那須町からは、環境省によって進められている汚染土「再利用」実証試験とそれに対する戦いの報告があ

りました。特に環境省の強引で粗雑なやり方に対しての憤りが訴えられました。また、汚染土問題だけでなく、政

府や放射線審議会が進めようとしている被ばく量の過小評価、除染基準の基準緩和の動きに対しての批判も紹介さ

れました。 

 

「ばらまき体感ツアーⅡ」も充実 

 集会の翌日、遠方からの参加者を中心に 19 名の参加で、放射能ごみバラマキの実態を知るツアーが行われ、こ

ちらも中身の濃いものとなりました。同じ主催者で昨年 4 月に行われた「ばらまき体感ツアー」の「その 2」とし

て行われたものです。 

 一行は、郡山市内を出発して田村市都路地域を経由して富岡方面へ向かいました。この途中では田村市船引あ

たりで昨日報告のあった木質バイオマス発電に反対する「大越町の環境を守る会」の立看やのぼりを見ることがで

きました。また、途中の道路わきには、皆伐ではげ山状態になった山林を見ることができました。田村市都路地区

は山深いところで同じような「はげ山」状態の場所が各地で見ら

れるとのことです。これらの伐採された汚染木材はチップ化され

て木質バイオマス発電に使われています。 

 富岡駅近くの夜ノ森には道路 1 本隔てて避難指定解除され

た場所と帰還困難区域が同居している場所を見ました。当然のこ

とならが避難指定解除されたとは言え帰還困難区域と隣り合わ

せでは実際に帰還すて生活を始める人はなく、ゴーストタウンの

ようでした。老人介護施設が開所しているのがとても気になりま

した。 

 

きれいごとを並べる東電廃炉資料館と特定廃棄物埋立情報館（リプルンふくしま） 

 その後、一行は最近オープンした東電廃炉資料館を訪問しました。ここは富岡駅前にあった東電第二原発 PR 館

を改装して「廃炉資料館」として最近オープンした場所です。入館すると全員 10 分程度のビデオを見せられます。

そのビデオではフクイチ事故に対して「反省と教訓」という言葉が何回も出てきます。しかし避難者や原発事故関

連死者や甲状腺がん患者などへの謝罪のことばは一切なく、最後には原発を含む電力安定供給の責任と決意で終わ

ります。被害者無視、責任逃れの東電の姿勢を表しています。「廃炉」等さまざまな取り組みの展示もありますが

「きれいごと」で全く空しいものです。 

 環境省が開設した特定廃棄物埋立情報館（リプルンふくしま）と特定廃棄物埋立処分施設を展望台から見まし

た。特定廃棄物埋立処分施設とは、焼却灰や下水汚泥などのうち 8000～10 万べクレル/kg のもの、避難指定区域内

などで生じた汚染廃棄物などを埋立処分する施設のことです。エコテックという民間産廃業者の廃棄物処分場を国

が買い取り、核の「永久処分場」が既に国内に作られているわけです。

リプルンで説明者は「廃棄物は樹脂製のバッグに入れられ土中に埋め

られるので、太陽光の紫外線は当たらず、樹脂が劣化することはない」

と説明しました。思わず、「10 万ベクレル/kg の放射線で樹脂（など

ポリマーの分子は切断され）は劣化するのでは？」と突っ込みを入れ

てしまいました。何万年も厳重に管理しなければならない核廃棄物が

こんなに軽い扱いで既に永久処分されている実態をもっと多くの人が

知らなければなりません。 
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 以下では、郡山集会でも報告された、放射能ごみ焼却の問題に焦点を当てた、最近のちくりん舎の活動成果を

紹介します。 

 

大崎市での放射能ごみ焼却でリネン吸着法による監視 

 宮城県大崎市では汚染牧草、稲わら、榾木などの汚染廃棄物を市内 3 カ所で一斉焼却するための試験焼却が始

まっています。試験焼却は月 5 日間汚染物焼却で 1 クール、徐々に濃度を挙げながら 6 か月間続きます。2018 年

10 月 15 日から 2019 年 3 月末までの予定です。もちろん月 5 日間以外は一般の焼却が継続します。 

 昨年 10 月に試験焼却を控え、急きょ大崎地区の皆さんとリネン吸着法による監視方法を相談しました。その結

果、前半 3 クール（低濃度）、後半 3 クール（高濃度）でリネン吸着法による監視を行い、前後半の比較を行うこ

とを決めました。近くにある環境省のアメダスによる風向データとも突き合わせて分析します。本来ならば試験焼

却が始まる以前のデータを取り、それとの違いを比較すべきですが、タイミング的に間に合わなかったので上記の

ような方法をとりました。 

 2019 年 1 月初めに前半のリネンサンプルが届きさっそく分析を始めました。下図は玉造クリーンセンター周辺

の監視結果です。分析したところ、予想もしていなかった重要なデータが採れました。 

 
  

 アメダスのデータでは、リネン設置期間中の風はほとんど東から東南東に吹く風となります。またわずかに西

方向に吹く風となります。風は地形により変化し、谷筋ではその谷に沿って流れることが知られています。このこ

とから判断すると、玉造 CC 周辺では南東に吹く風がほとんどで、わずかに北西に吹く風があると推定されます。

リネン吸着法の結果では風下 1.5～2.0 ㎞付近に最大濃度の場所があり、さらに遠くに濃度の高い場所があります。

 
玉造クリーンセンター周辺でのリネン吸着法監視結果（2018.10.15 ～ 0219.1.6） 

風下方向 1.5～2 ㎞付近に最大着地濃度地点が見られる 
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また北西方向にもやや高い場所があります。また煙突直下付近は「煙突効果」により逆に濃度は低くなっています。

また風向き方向から外れる東北東方向も低い値です。 

 このデータからは、後半の濃度が濃くなる 3 か月の期間と比べるまでもなく、玉造 CC からは日常的にセシウ

ムを含む微小粒子が漏れていることが推定できます。断定はできませんが有力な証拠にはなります。試験焼却差し

止め裁判の弁護団も有効なデータだとの判断で、証拠書類として裁判所に提出しました。 

 引き続き、2 カ所の焼却施設のデータの分析や後半 3 か月の監視を継続していきます。 

 

徹底した情報隠しで進められる田村市バイオマス発電 

 田村市では地元の多くの人の懸念や不安の声にも関わらず田村市と田村 BE㈱による木質バイオマス発電計画が

進められています。これまで「ふくしま連絡会」と共同で、地元で反対運動を進める「大越町の環境を守る会」の

支援を続けてきました。 

 住民の懸念、不安を解消するためにも計画の徹底した情

報開示は重要です。これまで経産省や福島県、田村市に対し

て情報開示請求で計画の情報開示を求めてきました。しかし、

田村市と田村 BE㈱の情報開示の姿勢は極めて悪く、「企業

の経営上の秘密」を理由にほとんどの情報開示がされていま

せん。下図に示すのは木質バイオマス発電で基礎的な資料で

ある燃料調達計画についての回答です。「企業の経営上の秘

密」ということで「のり弁」状態です。 

 

ますます怪しい「住民だまし」の偽 HEPA フィルター設置 

 田村市や田村 BE が住民の不安に応えるために、バグフィルターよりも微小粒子を捕捉できる高性能な HEPA

フィルターを設置すると説明を始めたことはフクロウ通信 32号でもお知らせしました。木質バイオマス発電や一般

ごみ焼却炉など大型の焼却炉ではこのHEPAフィルターの設置というのは実績がないので、「住民だまし」の偽HEPA

フィルターではないのかとの疑念が生まれました。これについて情報開示で有力な情報を得ることができました。

田村 BE が昨年 5 月に田村市議会議員に説明した資料が開示されたのです。 

  

これを見て、プラント技術者として仕事をしてきた経験のあるちくり

ん舎メンバーはやはり、「HEPA フィルター設置」が「住民だまし」の

偽 HEPA フィルターであるとの疑念を一層強く持ちました。念のため

プラント技術者の会の皆さんにも見てもらいました。結果は私たちと同

意見でした。 

 この図は外形だけを示すものですが、それでも技術的に根本的な疑

念の沸くものです。それは例えば以下のようなものです。 

① フィルター目詰まり時の交換機能がない。 

② 10 数個のフィルターを並べる必要があると考えるがそれらを隙間（数μ以下）なくどうやって設置するか、

その配慮がうかがえない。 

③ HEPA フィルターの耐熱温度は 80℃以下。バグフィルター出口以降に排ガス冷却設備がついていない。 

④  HEPA フィルター上流側にファンが設置されているがこれでは HEPA フィルター部は正圧（大気圧に対し

てプラス圧）になる。これでは放射性物質を含んだ排気ガスがフィルター前で漏れ出る可能性がある。等です。 
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 さっそく、プラント技術者の会の個人 2 名の方と連盟で 7 項目の質問からなる公開質問状を出しました。しか

し期限の 2 月 15 日に出てきたのはまたしても「企業の経営上の秘密」という理由でゼロ回答でした。私たちはこの

問題の重要性を訴えるために、田村市議会議員 4 名の方に詳しく説明を行いました。とくに JSI（日本工業規格）で

は HEPA フィルターは「0.3 ミクロンの粒子を 99.97 以上の捕集効率を持つ」と定義されており、これ以外のもの

を HEPA フィルターと称することはできません。「まぎらわしい表示」や適合しないものを出荷した場合 JIS 認証

の取り消しや販売停止などの罰則を受けます。議会で HEPA フィルターと称して、その機能がないものを「設置す

る」というのは法律的にも道義的にも許されないものです。 

 

 今後とも、議会での追及と、住民の運動の双方から地元の「大越町の環境を守る会」の皆さんの運動を技術的、

科学的な面から支援してゆく計画です。 

 

各地の運動と連携するちくりん舎の活動 

 2 月 10 日の郡山集会や、最近の各地での運動への支援の状況を見ると、ちくりん舎は放射能のバラマキ問題な

どで、その測定監視能力だけでなく、科学的技術的能力で各地の運動に大きな貢献していることが実感できます。

またそうした能力を通じて各地の運動の状況や課題について情報が集まるセンター的な役割もますます大きく果た

せるようになってきていると考えます。 

 私たちフクロウの会も、NPO 市民放射能監視センター（ちくりん舎）を支える重要な役割を果たしています。

より重要な役割を果たせるようになってきた、ちくりん舎を様々な形で支えてゆきましょう。 

 

いつの間に？ 

老朽原発に有利な電力市場が創設されようとしています  

 

経済産業省は、いま、老朽原発に有利な電力市場をつくろうとしています。その名も「電力容量市場」です。 

 

◆英国の電力自由化における原発優遇政策 

日立による英国への原発輸出断念！今年最初のうれしいニュースでしたね。世界各地で脱原発を願う人たちのさ

まざまな行動の成果ですが、背景には、再生可能エネルギーのコスト低下と原発建設費の高騰によるコストの劇的

な逆転により、原発事業は、国による強力な支援なしには成立しない事業となったという事情があります。実は英

国は、核兵器の技術保持と商業利用が一体となっていることもあり、原発版の固定価格買取制度や設備容量を確保

するための市場（電力容量市場）に原発を組み込むなど、電力自由化下の原発優遇政策が進んでいる国でした。昨

年改定された日本のエネルギー基本計画も、英国を電力自由化の下で原発を進めるお手本として持ち上げていまし

た。その英国ですら原発建設を断念せざるをえなかった、というのが今回の事態でした。 

 

◆国内の再稼働のために国をしかりつける日立の中西会長 

 日立の中西会長の年頭のあいさつが大きな話題になりました。東日本の原発の再稼働が進まないことを挙げな

がら、「全員が反対するものを無理やりつくるということは民主国家ではない」「国民が反対するものをつくるに

はどうしたらいいのか。真剣に一般公開の討論をするべきだと思う」「お客さま（電力会社のこと）が利益を上げ

られない商売で利益をあげるのは難しい。」などと述べていました。 

脱原発派に鞍替えか？とも言われましたが、彼が言うのは、原発を、電力会社もメーカーも利益を上げる事業に

せよ、英国のように国民に負担を強いてでもやれ、国民が反対してでもやるために、一般公開での討論でもなんで
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も国の責任でやれということでしょう。英国で梯子を外された国への恨みと東芝の二の舞を踏む危機感でしょうが、

自らの責任を棚に上げ、露骨におどしをかけながら、国民負担を迫る許しがたい発言だと思います。 

 

◆老朽原発に有利な「電力容量市場」とは何か？ 

経産省は、電力システム改革の過程で、英国を手本にした「電力容量市場」の創設に向けて検討を進めています。

容量市場というのは、電力卸売市場やベースロード電源市場などとは異なり、電気そのもの（電力量）ではなく、

電気をつくる能力（設備容量）に価値を付与して売買しようとするものです。市場とありますが、経産省が設立し

た OCCTO（オクト）という機関が、電力小売業者からお金を集めて、発電事業者に設備容量に応じて分配するとい

うものです。 

負担については、理屈の上は電力市場価格の低下で相殺するということにことになっていますが、なんの保証も

ありません。その通りにならなかった場合、全額ではないにしろ、電気料金への転嫁は免れないと思われます。 

そもそもの動機は、「原発の再稼働が進み、再エネ化が進むと、調整能力を持つ経年火力の新設、建て替えがで

きなくなり、需要に対して供給力が不足するかもしれない」というものです。直接の対象はＬＮＧ火力や石油火力

などで、調整力のある電源を確保することにより、価格の高騰や災害時の停電などを防ぐという趣旨でした。 

 

◆調整力がないはずの原発も参加可能 

 ところが、お金を受け取る対象を固定価格買い取り制度が適用された電源以外のすべての電源とし、調整力が

なく、災害にも弱いはずの原発まで含めてしまいました。特定の電源だけにすると不公平だと文句が出るからだと

思いますが、結果的に、原発、特に投資の回収が進んだ老朽原発にとって大変有利な制度になっています。オクト

の審議会で示されたモデルケースの価格は、１kW あたり年間約１万円です。100 万 kW では年間 100 億円、20 年

間で約 2,000 億円にもなります。これだけの額を受けとることが、再稼働前にあらかじめ保証されるのです。 

 

◆東海第二原発の再稼働を後押しするもの 

原発は「低コスト」とされていますが、実際には、再稼働のための工事（安全対策）費や廃炉費用や再処理費用

など、まだまだ莫大な費用が掛かります。東海第二原発の再稼働とために必要な費用は、3,000 億円に膨れあがり、

銀行が、借金体質の日本原電への貸し出しを渋ったことから、東電など電力会社が支援に入り、東電は直接間接に

1,900 億円の支援を行うとされています。こんな状況で、容量市場により確実に入るお金がどれだけ事業者を利する

ことになるのか。 

 オクトや経産省での審議会での議論が進んでいて、法律も改訂済みです。予定では、2020 年度に初回のオーク

ションが行われ、その時点で、2024 年度に稼働が可能な電源が参加できます。予定では東海第二原発も参加できる

ことになります。こうしたものが、再稼働を後押ししかねません。危機感をもって反対していきましょう。 
 

★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

5  https://youtu.be/xdT37npsJAc 

 

会員・サポーターも募集中です会費 会員 1000 円/月  サポーター1000 円以上/年 

●集会でのスタッフやパンフ作成のご協力など一緒に活動していただける方を募集しています。 

●皆さまの貴重なご意見もお待ちしております。 
 

フクロウの会の趣旨にご賛同いただき、会員・サポーターになっていただける方は、フクロウカフェなどに 

お越しの際に申込書にご記入の上、会費を添えてフクロウの会事務局員にお渡しください。 

お問い合わせ・お申し込み先 TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com  

（通信郵送のお申し込みもこちらで受け付けています☆ご希望の方はお知らせください。） 

minutes 


